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　問題は，第 2 世代の特許発明に関する改良技術・周辺技術（第 3 世代の特許発明）について，
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を発見・創造し，ライフ・スタイル自体を
提案する。上記の新しい価値
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がないか常に検討し続けることは重要である。
④　クローズ・オープン戦略の問題
　上述 4.（4）①のクローズ・オープン戦略については課題もある。
　例えば，ノウ・ハウについての秘密管理，ライセンス契約についての独占禁止法の適用，そも
そも何をクローズし何をオープンにすべきか等がしばしば実務上俎上に昇る。特許についていえ
ば，いかにして未完成発明とか，開示不十分として拒絶査定されることを避けながら，重要なノ
ウ・ハウを秘密に管理して実際に知的財産の活用に活かすかが重要な課題となる26）。
　また，標準化とは，「?実在の問題又は起こる可能性がある問題に関して，（対象）?与えられ
た状況において（前提条件）?最適な秩序を得ることを目的として，（目的）?共通に，かつ，
25）　もっとも，広い権利や強い権利というのは，（とくに特許権では）訴訟になるまでその外縁がわからない
という意味で，不確定的要素を伴っていると言える。そのため，自社の知的財産管理態勢によほど自信が
ない限り，契約や訴訟もこなす特許事務所に出願を依頼するのが賢明であろう。
26）　この点については，例えば，石田正泰「特許出願か，ノウハウキープか」RIETI LETTER2015年6月号8
頁以下参照。
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繰り返して使用するための（結果）?記述事項を確立する活動」27）を言う。すなわち，標準化は，「最
適な秩序」のために「共通に，かつ，繰り返して使用」されるから，権利を標準に組み込むこと
ができれば，ⅰ技術の改良・高度化の主導や，ⅱライセンス料の安定的な獲得の観点から，事業
活動にとって有利になると考えられる。それだけに，標準化については，とくに独占禁止法周辺
の問題が生じるおそれがある28）。この点については，別の機会に譲る。
5　結びに代えて
　本稿は，文部科学省の大学COC事業として，本学の『地域の質を高める地域連携・知識還元
型まち育て事業』が選定されたことに端を発する。
　当該事業の一つとして，木棚により「アイデアからの地域活性化とビジネス創出」プロジェク
トが組織され，そこに，農林水産省選定6次産業化プランナーや全国農業協同組合中央会（JA全
中）アドバイザーとして，知的財産を活用した地域活性化に実績をもつ浅野が招聘された。
　2014年度は，愛知県を中心とする中部地区における中小企業経営者・商工業者・農林漁業者・
これらの支援機関・そのほか知的財産に興味のある方に対し，知的財産法および知的財産経営に
関する講演会を行った。また，講演会後の座談会を通じて，当該地域における中小企業等の知的
財産問題の現状や課題を収集した。本稿では，このうち，知的財産権の存続期間による限界と，
それに対する方策，その方策における知的財産権の現代的活用について概観した。
　本稿の内容は，浅野が数年来整理していたものを基礎として，木棚との討論や座談会での議論
を参考に共同でまとめ上げたものである。愛知県を中心とする中部地区における中小企業経営者
等の知的財産に対する意識を水準にまで引き上げるのに役立つことを期待する。
　一方，地域活性化については，多人数の参加が必須である。そのような状況における知的財産
権の活用をめぐっては，近年，新たな取り組みが見られる。この点については，次年度以降の課
題としたい。
27）　JIS Z 8002：2006による定義。カッコ内は，日本規格協会による。
28）　例えば，標準化とホールドアップ問題について，浅野・前掲注16　123～126頁参照。
